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エ ダマメ外形 と傷画像の抽 出方法
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1 は じめ に

秋田県のエダマメ栽培は、平成 14年度作付面積が

774ha、 収穫量が 3590tと 、主要野菜の一つになつてい

る。主な栽培品種は、早生障のサッポロミドリ、中生種

のユキムスメ、中晩生種の錦秒《晩生種の秘伝等である。

エダマメ栽培では、播種や中耕借上、防除、収穫、脱

葵、粗選別までの作業が機械イヒされており、手作業と比

較して作業能率が大きく向上している
。。県内主要産地

の出荷基準は、業の充実や色等から三等級に分類してい

るため、上位等級の出荷に機械による粗選別の後に人力

での精選別作業が不可欠で、作業上のネックとなってい

る。エダマメは収穫後の鮮度劣イヒが大きいため早期予冷

が必要で、精選別作業の高能率イヒが求められ、自動選別

機の開発に対する要望が高い。しかし、エダマメの自動

選別には、薬の両面から傷や褐変などの変色部、薬の形

状、粒数を高速に認識させる機能が必要で、マシンビジ

ヨンの複数化や遺伝的アルゴリズムを利用した形状判別

手法等
のつ研究室内の試験に止まり、実用イしまで至つて

いない現状にある。

そこで、本報では、選別の中心となる奏形状と虫害等

による被害部分をマシンビジヨンを用いて画像を取得

し、それらを画像処理で抽出する方法について検証した。

2試 験 方 法

供試したエダマメ (品種 :錦秋、秘伝)は、秋田県農

業試験場で栽培したものである。

(1)実験機の構成

エダマメ葵は、カラー 3-CCDカ メラ (SONY,
RB‐lX47型)で撮影し、S端子ケープルを介して画像

入カポード (フ ォトロン,FDM‐Pα Ⅲ型)に入力し、

パー ソナル コンピュータ (富士通 ,FMV65CXIDX4型 )

で記録を行つた。

取得した画像は、画像処理ライプラリ (フォトロン,

Imagc Ruler"∞ 型)を基に vlsuJ Ba“ で制作したソ

フトで、RGB三原色各 256階調の輝度値データを得た

上で二値イヒ等の処理を行つた。画像処理のアルゴリズム

は、プログラムヘ画像の入力→対象となる処理画像の取

得→画像の輝度値ヒストグラムの取得→プログラムヘ闘

値の入力→画像の二値化→外形・傷画像の抽出である。

(2)検討項目

撮影画像の RGB輝度値情報を基に闘値を設定し、得

られた二値化画像を比較して外形と傷部を抽出可能な閾

値の決定手法を検討した。

3 試験結果及び考察

薬に傷を有するエダマメ画像と RGB各成分の輝度値

のヒストグラムを図 1に示す。図1で得られた画像情報

は、背景の輝度ピーク値が RCBいずれも 1和、業の影

部が 94、 傷部が 49、 葵部が RCで 6α Bで 61であつ

た。ピーク値の出現顔度は薬の影と背景が全て同じ、奏

が B成分、傷部もB成分の出現頻度が高かつた。

撮影したエダマメ画像の輝度ピーク値は背景、美、影、

図2 エダマメ奏抽出画像 (8=77)

図1 エダマメ画像と輝度値ヒストグラム
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図 3 エダマメ傷部抽出画像 (R,G=49)

傷部でそれぞれ異なり、それらの二峰性を用いた二値化

で各部位を抽出できた。すなわち、図 1では外形抽出の

ために、奏影部輝度ピーク値と奏部で出現頻度の高い B

成分輝度 ピーク値の中間点である B=77の 閾値で二値

化した結果、光の反射と傷部分も含めた美全体の認識を

行うことができた (図 2)。 しかし、同様の手法によりR

=80で二値イヒした結果では、B成分よりも輝度ピーク

値の情報が少ないため、照明が奏に反射した部分と傷の

区別が不十分で外形認識に適さなかつた。葵から傷部の

抽出は、両者の輝度値情報を基に B成分の中間値で二

値化した結果、傷以外のノイズが多くなり区別できなか

った。そこで、聞値は傷部の輝度ピーク値側に移動し、

傷の情報量を高めて二値化 した結果、出現頻度が B値

よりも低い RG成分を利用することで、黒変した傷部を

抽出できた (図 3)。

図 1では、照明の影響で画像に業の影も撮影されたた

め、照明位置を変えて影を撮像内に写らないようにした

撮影法で得られた画像とその輝度値のヒストグラムを図

4に示す。

この場合、輝度値ピーク情報は背景、奏と傷部の三種

に分類できた。爽部の抽出は前記した情報を基に爽と背

景の二峰性が明確な B成分を本1用 し、両者の輝度ピー

ク値の中間値を閾値 (B=155)と した (図 5)。 傷部はB,G

図4 新撮影法でのエダマメ画像 と

輝度値ヒス トグラム

図5 外形抽出画像 (卜155)

図6 傷部抽出画像 (G=35)

に用いて二値化を行つた (図 6)。 なお、背景は背景色

を青色系にしたことで、R情報をoに操作 して情報を全

消去した。これらの操作の結果、エダマメは外形と傷の

両画像に分離され、両者とも精度良く抽出できた。

4 まとめ

エダマメ画像は、各部位別輝度ピーク値情報を基に出

現する二峰性を利用して二値化 して抽出できる。美形状

の抽出は、背景部と業部で明確な二峰性を有する B成

分の輝度ピーク値情報の中間点を閾値として二値化する

ことで、薬全体が認識できる。業から傷部の抽出には、

傷部で出現頻度が少ない成分(G)の傷部輝度ピーク値情

報を閾値として利用できる。
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ない単峰側の値を閾値 G→5
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